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はじめに 

神奈川県立青少年センターの機能を生かした本事業の実施は、コロナ禍により、令和３年

度は断念せざるを得ませんでしたが、令和４年度はコロナ禍にあって、万全の感染症対策

を講じながら、ようやく再開することができました。 

 

ホール運営課と青少年サポート課では、不登校やひきこもりを経験した人たちに向けて、

3 回のワークショップを実施しました。演劇的な手法を活用し、「想い」を言葉で相手に届

け、自身の意識変化を促すことを期待したプログラムです。参加者は「自分と他者とは違

い、簡単には分かり合えないけれど、それでいいよね」という感覚をあらためて認識し、そ

れを共有することで、コミュニケーションの力へと変換させるプロセスを体感しました。 

 

指導者育成課では引き続き演劇的手法のインプロを体験し、考え方を学ぶ「インプロワー

クショップ」と、前回好評であった「場づくり」をテーマにした『「場づくり」を作る大切

さを実感し心構えを学ぶ「場づくりに生かす!インプロワークショップ」』を実施しました。

参加者はそれぞれのワークショップを通して、「コミュニケーション力をつける一番の方法

はコミュニケーションを楽しむこと」、また、「場づくり」では、「遊ぶ時間が大切である」

などの仕掛けを実感したことと思います。それぞれの現場でこれらの体験を通して得たス

キルが役立つことを期待しています。 

 

 ウイズコロナという今までにない時代の中で、これらの企画にご尽力いただきました皆

さま、ご参加いただきました皆さまに心から感謝申し上げます。この報告書が、文化施設で

活動する人たちや職員の皆さまにとって、様々な場でワークショップを企画する際の手掛

りとなれば幸いです。 

 

 

 

神奈川県国際文化観光局 

舞台芸術担当部長 兼  

神奈川県立青少年センター参事 

楫屋 一之 
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 演劇活用青少年事業は「舞台芸術活用ワークショップ等青少年支援事業」と「演劇手法ビルト

イン事業」から成り立つ。 

 

１ 舞台芸術活用ワークショップ等青少年支援事業 

（１） 趣旨 

 

不登校、ひきこもりや、その他環境上の理由により社会生活への適応が困難になった子ども

たち等、青少年の課題への対応策として「演劇」という表現方法に参加することで、自身の自

己決定能力やコミュニケーション能力の向上を図る。 

更には、参加者相互の信頼関係の醸成を通して、グループ内でお互いの個性を尊重しながら、

実社会での生活や就学・就業等の諸課題に主体的に取り組む姿勢を生むきっかけ作りとする。 

 

(２) 対象団体 

 

・神奈川県に所在し、県内を活動拠点とする当事者、家族又は支援者で構成されている団体 

・営利を目的としない団体であり、政治・宗教活動が事業の内容に含まれない団体 

・県立・私立問わず、就学・社会適応が困難になった子どもの在籍する学校 

 

(３) 事業内容 

 

舞台芸術の表現者（ 演出家・ダンサー等舞台表現を中心としたアーティスト） を各施設・

学校等に派遣し、舞台芸術の手法を使ったワークショップを実施する。 

    プログラムの実施日数・時間・実施内容等は派遣先の施設側と打ち合わせを行い、ニーズを顕 

在化させた上で決定していく。 

 

(４) 支援措置 

  

ア 本事業において負担する経費 

    派遣アーティストにかかる下見・プログラム実施にかかる回数分までの経費（ 謝金、交通費

等）は本事業予算にて負担する。 

    また、アシスタントについての経費も同様とする。 

会場使用料、機材使用料、消耗品等も本事業予算にて負担する。 

事業概要 
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イ 参加施設が負担する経費 

    特になし。 

 

ウ その他 

    派遣アーティストの指定はできないが、ニーズに沿ったプログラムを実施できるアーティス 

トを選定し、派遣する。 

 

（５） プログラムについて 

 

派遣アーティストが県内の施設でワークショップを行うことで、それぞれの子ども 

たちが抱える課題について取り組み・改善するための一助とする。 

（ 例 ）演劇の手法を使った施設・学校でのアウトリーチ、ダンス等の身体表現を使ったア

ウトリーチ、各施設職員を対象としたインリーチ等 

多くの青少年、青少年に関わる人たちが施設独自の様々なプログラムを自由に企画することが

可能となっている。 

 

(６) 事業の流れ 

 

事業参画団体及び施設との打合せ → アーティスト派遣 → 事業実施 → 報告書作成 

 

 

２ 演劇手法ビルトイン事業 

（１） 趣旨 

 

県立青少年センター指導者育成課では、地域で子どもや若者にかかわる、おもに成人の

指導者を対象に、各種の研修講座を企画し実施している。 

    内容は、子ども若者同士の人間関係づくりをサポートする方法や、子ども若者と指導者

との関係づくりの手法、レクリエーションのアクティビティ、自然体験活動の指導法、キ

ャンプでの安全管理など多岐にわたるが、どのような内容であっても、子ども若者の主体

的な参加を促すための支援方法という観点を大切にしてきた。 

    そうした観点から、「演劇」という表現方法を参考に、子ども若者の自己決定能力やコミ

ュニケーション能力の向上を促し、彼ら自身の関係づくりをサポートし、安心して参加す 

事業概要 
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ることのできる場をつくるといったスキルを指導者に習得してもらうために、この事業を 

企画した。 

 

 

(２) 対象者 

 

放課後児童クラブ、児童館等の子ども施設職員 

   青少年に関わる行政職員 

 

(３) 事業内容 

 

演劇的手法を活用して、子ども若者を対象にした事業を実践している専門家を派遣アーテ

ィストに、プログラムを体験しつつその指導法について学ぶ、実習形式の講座とする。 

 

(4) 事業の流れ 

 

事業参画団体及び施設との打合せ → アーティスト派遣 → 事業実施 → 報告書作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業概要 
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派遣アーティストプロフィール 

 

 

 

 

河井 朗（かわい ほがら） 

演出家・ルサンチカ主宰 

大阪市出身。ルサンチカ（ressenchka）という舞台作品を作るカ

ンパニーを主宰し、人を人たらしめているものは何かを問うため

に、戯曲を使ったり、人に話を聞いて構成した作品を上演する。 

ここ数年は継続的に「理想の死に方」や「あの日について」等を

人々にインタヴューしている。東京、横浜、京都を主な場所とし

て活動する。 

 

 

 

 

池上 奈生美（いけがみ なおみ） 

株式会社インプロジャパン代表取締役社長 

1994 年、役者として活躍している中でインプロと出会い、1998 

年以来毎年渡米し、成人教育や企業研修、劇団等の現場で、イン

プロ・スキル・トレーナーとしてトレーニングの指導を行ってい

る。パフォーマーとしても「NeXT IMPRO THEATER」にレギ

ュラー出演するなど精力的に活動し、海外でも数々の賞を受賞し

ている。2001 年にはインプロの普及を目的にインプロジャパン

を設立。ワークショップの監修・指導や、インプロシアターのプ

ロデュース・出演、テレビ番組の監修など、インプロに関わる幅

広い業務を行っている。著書に『インプロ・シンキング』（ダイヤ

モンド社）、『インプロであなたも「本番に強い人」になれる』（フ

ォレスト出版）がある。 

 

 

 

photo by 稲川悟史 
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鈴木 聡之（すずき さとし）第 3 回、第 6 回 

インプロパーク主宰・インプロヴァイザー 

学生時代はキャンプリーダーとして子どもたちの野外活動に携

わり、大学卒業後 21年間小学校教員として勤務。総合学習の計画

を進める中でインプロに出会い、そこから 4年間、小学校でイン

プロを活かした「演劇」の授業を実践。その後小学校教諭を退職

し、自分自身でワークショップを開くようになる。全国で「出前

ワークショップ屋」としてインプロを活かしたワークショップや

授業を展開。インプロを活かした「場」を作る日々を過ごす。ま

た、インプロヴァイザーとして、パフォーマンスライブ（即興芝

居）のステージにも立つ。2022年度は、武蔵野学院大学・有明教

育芸術短期大学・千葉黎明高校で非常勤講師を務め、各地の小学

校４校へも外部講師としてインプロ授業に出かけている。 

派遣アーティストプロフィール 
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舞台芸術活用ワークショップ 

 

 

１.概要 

 

会場・日程 

会場：青少年センター（研修室１） 

期日：第１回 令和４年 10 月 28 日（金） 

   第２回 令和４年 11 月 10 日（木） 

   第３回 令和４年 12 月２日（金） 

 

事業の背景及び趣旨 

ひきこもり・不登校等社会生活を円滑に営む上で

の困難を有する子ども達を対象に、舞台芸術の表現

方法を活用したワークショップを実施することで、

コミュニケーション能力の向上を図る。 

 

参加人数  

第１回 14名 

第２回 ７名 

第３回 ８名 

※参加者については別紙「チラシ」の通り 

 

担当者の開催意図 

 不登校やひきこもりを経験した「生きづらさ」を感

じている人たちにとって、自分の想いや経験を言葉

で表現する機会は多くないと感じている。また、表現

することに苦手意識があり他人とコミュニケーシを

とることに困難を感じている人も多いのではないだ

ろうか。 

舞台芸術の手法を活用して自分の想いを言葉で相

手に届ける体験をすることで、自身の意識に変化が

起きることを期待して実施した。 

また、このワークショップは他に例をみない取り 

組みであることから、来年度以降は市町村に広げて

この取り組みを実施したいと考え、市町村担当者に

も参加を呼び掛けた。 

派遣アーティスト 

アーティスト 

…河井 朗（演出家・ルサンチカ主宰) 

アシスタント 

…蒼乃 まを（俳優、青年団所属） 

永井 茉梨奈（俳優、新国立劇場研修所卒） 

 

２. ワークショップ内容 

 

ワークショップ企画のポイント 

今回のワークショップについては、すべての回に参

加をする人と、いずれかの回のみの参加となる人が

いることから、「どの回に参加をしても戸惑いや気お

くれを感じることなく楽しめる内容にしたい」こと

を派遣アーティストと打ち合わせた。 

 

ワークショップの流れ 

 

○導入                     

○ワークショップ開始              

              「あの日」を描く 

          「あの日」を想像して話す     

               グループワーク 

                    発表 

○振り返り                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Report 1 
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ワークショップの詳細 

このワークショップは、参加者自身の「あの日」に 

ついて絵を描くことから始まる。「あの日」は参加者

の過去の体験、記憶、印象に残っている物、記号、何 

でも良い。 

 その絵を好きな場所に貼り、展覧会風に見学をし

た後、それぞれが印象に残った絵を選び、あたかも自

分が描いた絵のように「あの日」について説明をする。

この時はその絵が表した「あの日」の内容は本当の作

者しか知らないが、講師によってその場が展覧会会

場の雰囲気になり、講師が説明をしている人に対し

て本当の作者のように質問をするなど言葉でやりと

りをしているためか、参加者の誰もが自分が本当の

作者になったかのようによどみなく想像の話をして

いた。 

 第 3 回目のワークショップでは「あの日」を描い

てから 2 人１組でインタビューを行い、相手の話を

もとに聞き手も相手の「あの日」を想像して描くとい

った内容も加わった。 

 ワークショップ後半は参加者を 2 グループに分け

て話し合いを行い、絵から想像した物語を作り、各グ

ループごとに全員で表現した。 

 

３.アーティストレポート 

 

 舞台芸術の手法を使って、参加者がコミュニケー

ションについての新たな発見が生まれればと思いワ

ークショップを行った。いわゆる「ワークショップ」

にありがちな、課題と目的を達成するのではなく、普

段私が使っている制作を行う上での「ツール」を伝え

それを知ってもらうことを一つの目標とした。私は

何らかの公的な講師資格等を保持しているわけでは

ないので、あくまで演劇を一緒に作るならというと

ころから考えをスタートさせることとした。そこに

参加者の方の特性や時間の制限などを組み込んで今 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Report1舞台芸術活用ワークショップ

単・手作り マジック工作 

【導入】 

自己紹介、本日やることの説明など。 

参加者の自己紹介は講師からの「今日は何を

しに来ましたか」「今年やり残したことは何で

すか」といった質問に答える形で行われた。 

 

【「あの日」を描く】 

参加者それぞれが思い描く「あの日」で印象に

残っていること・物・風景などを描く。色をた

くさん使う参加者もいれば単色で描く人もい

た。 

【「あの日」を想像して話す】 

自分が気になった絵を選び、絵から想像した

「あの日」を自分が作者であるかのように話

す。講師がその絵について質問をするが、参加

者はさらに想像を膨らませて答えていく。 

ワークショップの流れ 
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回のワークショプを作っていった。 

対象者は神奈川県内在住の be フレンドの方々、ひ 

きこもりの当事者やそのご家族などであった。be フ

レンドの方々は普段から人前で自分の話をする機会

があったりするとのことで、主催者の意向もあり、自

身の経験を発話するだけで止まらない機会を創出す

るのが望ましいと考えた。 

 今回のワークショップのメインとした課題は、こ

れまでの私の演劇制作方法に使用したちょっとした

遊びを発展させたものである。私は普段から協働者

(主に出演者やスタッフの方々）と話をするところか

ら制作を行っており、その時に相手を知るきっかけ

として利用している方法を応用した。 

 まず、参加者の皆さんに紙とペンをお渡しし「あの

日」を描いてもらうように伝える。「あの日」という

のはどんな日でも良く、楽しい思い出の日でも悲し

い思いをした日でも、はたまたこうだったら良いな

ぁという願望の日でも良い。文字情報は無し。その後、

それを部屋の中に好きに飾ってもらい、参加者全員

で鑑賞し合う。その時に気に入った絵を一枚選んで

もらい、鑑賞後にその絵の作者として「あの日」の絵 

の解説を行ってもらう。これが今回のワークショッ

プの一連の流れだ。 

大人になると絵を描くという行為から遠ざかって

いる人も多いだろう。しかし、「本当のことを 100%

描かなくて良い」という前提があると、その場に本当

はないものでも、描けるから描き足したりその逆も

起こりうる。情景を描こうとすると、思い浮かべた景

色を描こうとする人が多いが、幾何学模様だけを用

いて巧みに表現した参加者の方もいらっしゃった。

絵を描くというステップに嫌悪感がある人もいるの

ではないかと危惧していたが皆さん柔軟に対応して

くださったことが有り難かった。 

 絵を飾るステップでは、あまり上手ではないから

という理由で机の裏に隠すように貼ったり、絵の内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Report1舞台芸術活用ワークショップ

単・手作り マジック工作 

 

【グループワーク】 

２つのグループに分かれて、講師と一緒に絵

から想像した物語を作る。 

【発表】 

絵から想像した物語を各グループごとに全員

で演じる。 

振り返り 
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容とリンクさせて半分だけ見えるようにだったり、 

床に置かれている絵もあった。もっと事務的にただ

絵を配置するようになると想像していたので、ここ

にも個性が出てくることが判明し、こちらとしても

展示方法の発展が見込める場所を提示すべきだった

と勉強になった。 

 その次が今回のメインと言っても過言ではない、

作者として語る（騙る）ステップである。本当の作者

は誰なのか全くわからない状態で、嘘の「あの日」を

話すことになる。発話者のルールは誰かのことを貶

めたりしないことだけ。このタイミングで、結果とし

てほとんどの参加者が、自分の実体験を織り交ぜな

がら話すことになった。これが演劇のいわゆる役作

りといわれているものと似通っている大事な点だと

考えている。この人が何を見て何を話すのか。それは

自分とはどれくらい異なっていて、どれくらい同じ

なのか。そういう日常生活でも当たり前に使わなけ

ればならない類の想像力を働かせて参加してくれた

方が多かったように感じた。 

 ここまでの行程だけを予定していたのだが、初回

時にスムーズに進行ができたためにもう少しタスク

を足しても良いと感じて、残りの２回の実施では語

り（騙り）のステップの後に、その絵を元に現実に起

こしてみるステップを追加した。これは参加者が想

像していた演劇のワークショップに近いものとなっ

たようであった。このステップでは、参加者を 5〜6

名のチームに分けて話し合ってどういう発表をする

のかを決めてもらった。絵の正解の「あの日」は作者

から明かされない状態で想像を膨らましていく。そ

うして、自分ができそうな、やりたい役を探して、全

員でどこまでを起こしていくかを相談する。この時、

たくさんのアイデアは提出されるが、それを取捨選

択していく難しさを実感した。全員のやりたいこと

を完全に叶えることは難しい。その兼ね合いについ

てをほぐしていくのは、もう少し長期的なプログラ 

 

 

ムが必要だろうと思う。参加者の中には演劇はもち 

ろん、美術館や映画館などの文化施設に行ったこと 

がないという人も数名いたため、参加者と共にいろ

いろなところに行き、実際にあるものを見てから、ア

ウトプットする機会を設けることができれば参加者

もいろいろな想像を膨らませやすかったかもしれな

い。 

 以上が今回のワークショップの全容である。 

 本実施ではなるべく、自身の考えたものを他人が

介すことでどう変化してしまうのかや、他人とコミ

ュニケーションを行いひとつのものを作ることなど

をプログラムに組み込み、自分と他人が分かり合え

ることは少ないということを実感してもらうワーク

ショップとなった。そもそも私は分かり合えること

ができれば物語も、諍いも、自身の生活に影響を与え

るネガティブな感情は生まれないと思っている。他

者と他者が簡単に理解し合い、手を取り合えるわけ

がないのだ。だからこそフィクションの力を借りて、

演劇という形でコミュニケーションを行う機会を作

っている。今回の「語る（騙る）」という姿勢が、参

加者にとって分かり合えないことから、分かりあえ

ないことをお互いに共有するという新しい力と発展

になれば幸いである。 

 

 

４．担当者の振り返り・次年度に向けて 

 

 今回のワークショップの参加者は、一般募集で申

し込みのあった方、be フレンド、市町村等関係者と

様々であり、参加する目的は皆違っていた。 

参加の目的は違うものの、「自分の伝えたいことは相

手にどう受け取られるのか」ということを体験した

このワークショップは、結果的に参加者皆が気づく

ことがあったように感じる。 

 それは講師が常に皆に投げかけていた「自分と他 

Report1舞台芸術活用ワークショップ

単・手作り マジック工作 
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人は分かりあえない」という言葉、つまり自分と他人 

は分かり合えなくて当然、すれ違うものだ、という考 

え方が基本にあり、それをワークショップを通して 

体験できたからではないかと感じている。人とは分

かり合えないのが当たり前、だから人のことを気に

せず自分の思ったとおりに参加者は表現でき、そし

て皆に受け入れられる体験を通して「自分と人は違

うのだから分かり合えないよね、だけどそれが当た

り前、だからそれでいいんだよ」ということを感覚と

して感じ取れたのではないだろうか。 

 次年度以降は市町村関係の活動場所に場を移し、

この取組を広げていけたら良いと思っている。 

 

５．参加者の気づき・感想 

 

・他人の気持を他の人に共有する緊張感と思いやり

の経験は、今後も思い出すだろうなと思っています。

初めて会う方とも何にも違和感なく話せている自分

におどろいています（舞台芸術すごい？）楽しかった

です！ 

 

・はじめはなかなか気持ちが入りきれなかったが、す

ぐにどんどん入って行きました。分かりあえない、伝

えきれない人どうしでどうやって少しでも伝えられ

るかなど感じていました。 

 

・ひじょうにのびのびと自分の思ったことを表現で

きました。許されている感覚、何を言ってもいい感覚 

楽しかったです。相手の思いを仮で考える 違いを

理解する 練習になったかな？と思いました。 
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ワークショップ参加募集チラシ・表面 
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ワークショップ参加募集チラシ・裏面 
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インプロワークショップ

 

１.概要 

 

会場・日程 

会場：神奈川県立青少年センター 

日程：令和４年８月４日（木） 

 

事業の背景及び趣旨 

「体験学習プログラムセミナー」では、地域で子ど

もや青少年とかかわる支援・指導者や教員を対象に、

体験学習の手法を使ったさまざまなプログラムの指

導法や展開法を紹介するために、毎年数本の研修を

実施している。 

今年度は、アイスブレイキングやグループワーク

などをテーマとした４講座計７回のセミナーを企画

した。その中で演劇的手法のインプロを体験し、その

考え方を学ぶ機会として、インプロワークショップ

を設定した。 

 

参加人数  

支援・指導者、教員、学生等 18 名 

 

担当者の開催意図 

インプロのアクティビティは遊びの感覚で取り組

めるものが多く、日常生活とリンクしやすい。インプ

ロには自己の役割認識や変化への対応力など、自己

理解や他者とのかかわり方について学び考える要素

が含まれているため、コミュニケーション能力の向

上に適した活動であると考えて企画した。 

また、体験型の研修の場合、アクティビティを覚え

ることを目的に参加する方もいるが、何よりもまず

は楽しんでもらうことを最大のねらいとし、インプ

ロに触れて感じたことや、インプロの考え方を日常

のコミュニケーションの場面に生かしてもらうため

に企画した。 

 

派遣アーティスト 

アーティスト 

…池上奈生美 

（役者、インプロ・スキル・トレーナー、 

株式会社インプロジャパン代表取締役社長） 

アシスタント 

…峰松佳代（株式会社インプロジャパン） 

 

２.プログラム内容 

 

プログラム内容のポイント 

インプロアクティビティの体験の中で、相手の意

見を一度受け入れ、そこに自分の意見をプラスする

「YES AND」の考え方を意識してもらう。 

また、ショートレクチャーを挟み、今後のコミュニ

ケーションについてより深く考えるためのヒントを

提供する。 

 

時系列プログラム内容 

9:30  受付開始、講師来所 

10:00  オリエンテーション 

10:10  アクティビティ体験、レクチャー 

12:00  休憩 

13:00  アクティビティ体験、レクチャー 

15:50  チーム対抗インプロ 

16:15  まとめとふりかえり 

16:30  解散 
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プログラムの詳細 

体験したアクティビティ…エア握手で自己紹介、

共通点探し、発信と受信、ナイフとフォーク、ひらめ

きリレー、リズム DE 10、リズム DE しりとり、リ

ズム DE 連想ゲーム、ONE WORD、YES AND、チ

ャンスゲーム、サンキュータイトル、名作１分 

 アクティビティの合間に、インプロ・シンキング

（インプロの考え方）のレクチャーと、アクティビテ

ィを体験して気づいたことを互いに話し合う時間が

設けられ、聞く、話すを通しても学ぶことができた。 

 最後に行ったチーム対抗インプロでは、４つのチ

ームに分かれて、それまでに体験した「ONE 

WORD」や「ひらめきリレー」など４つのワークから

２つを選び、チームで協力して発表を行った。 

 

３.アーティストレポート 

 

プログラムの事前準備・当初のねらい 

インプロ（即興劇）の手法を通じて、日々の現場で

子どもたちの変化を感じ取る、受け入れる、共に想像

するなど、現場に生かしていくヒントを見つけてい

ただける体験型のプログラムを準備した。また、現在

はコロナ禍のため、対面のコミュニケーションには

制限があるが、参加者には、インプロを通じて、制限

下でも人と関わる楽しさを感じていただき、子ども

への指導の場面での存在や佇まいによって、子ども

たちに同様にその楽しさが伝わることを目的とした。 

 

実際にプログラムを行っての結果  

気づき・所感 

コロナ禍でもあり、今までと違って、マスクあり、

ディスタンス確保、少人数、など制限がある中での実

施だった。それでも、まず人と直接出会い、協同しな

がら創作し、笑い合える場は、とても楽しそうであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲ひらめきリレー 

▲ONE WORD 

▲チャンスゲーム 

▲チーム対抗インプロ 

▲エア握手で自己紹介 

▲ナイフとフォーク 
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また、コロナ前までのインプロ WS では、「学ぶ」と

いう目的意識が高い方が多かったが、今回はご参加者

の中に、まず「楽しむ」という空気があり、今まで以

上に弾け、自由に表現することを皆さんが求めていた

ように思った。そのため、プログラムも途中から、当

初予定していた内容を変更し、最後にチームごとに発

表する時間をとった。チーム名を決めたり、即席の観

客の前で演じたりすることで、より一体感が増し、時

間を追うごとに自然と「YES AND」を発揮され、今

日初めて出会った方々とは思えないほどのチームワー

クが生まれた。始まりと終わりの皆さんの変化を、強

く感じられた 1 日だった。 

 

次回、本プログラムへの展望 

このような状況（コロナ禍）がいつまで続くかわか

らないが、アフターコロナの環境になってもコミュ

ニケーションということは、大きな課題になってい

くことが予想される。そんな中、楽しく体を動かし、

お互いを受け入れながら「一緒にいる」幸せを実感で

きるワークを開催していきたい。また、マスクやディ

スタンスなどがあっても、それを「制限」と思わない

場を創っていきたい。 

 

４.担当者の振り返り  

次回へ向けての改善点 

 

企画・実施において苦労した点 

 当課が実施している体験学習プログラムセミナー

には、「指導の現場ですぐに使えるネタ集め」を目的

として参加される方も多い。今回の研修では、即興演

劇「インプロ」のワークを体験するが、その体験を通

してコミュニケーション力の向上を図り、考えるこ

とを意図しているため、そうした参加者のニーズと

研修の目的が合致するかという点が心配であった。 

 

 

 

企画を実施した結果 

 冒頭で、講師から「コミュニケーション力をつける

一番の方法は、コミュニケーションを楽しむこと。今

日は、インプロのワークを覚えるよりも、まずは楽し

んで参加してほしい。」と目的が明確に提示されたこ

ともあり、当初の心配をよそに、参加者はみな楽しむ

ことに集中していた。インプロのワークを通して肌

で感じたコミュニケーションの良さを、日頃の生活

や子どもたちへの指導の場面で役立ててもらいたい。 

 また、当課の研修では、参加者が「研修中に呼ばれ

たい名前」を名札に書き、研修中はその名前で呼び合

うことがある。今回も参加者には名札を書かせたが、

研修の最後に、講師から「名札の裏面に今日の研修で

感じたことを書いて、お持ち帰りください。」と指示

があり、名札自体にも意味を残せる方法は、職員にと

っても大きな学びとなった。 

 

次回、本事業を行う上での改善点 

この研修は、総合教育センターが実施する、教員の

基本研修の講座としても位置づけられている。定員

の半数近くを基本研修に割くため、必然的に参加者

のうち教員の比率が高くなる。青少年行政や施設の

職員にとっても有用な研修であるため、様々な職種

の方が参加できるように、広報を工夫する必要があ

る。 
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▲セミナー風景 

 

 

５.本事業における結果報告 

 

参加者の気づき・感想 

●学生 

 初めてインプロを体験し、１日を通して様々な人

や考え方に出会えました。貴重な体験をありがとう

ございました。 

 

●教員 

 インプロ・シンキングの考え方、体験を通じて学べ

て楽しかったです。 

 

●教員 

 今年から教員になり、「研修」と聞いて身構えてし

まっていたが、ニックネームで呼び合うことで、親し

みを感じながら活動することができた。 

 

●教員 

 「YES AND」の考え方が良かったです。肯定が

全てではないことを学びました。今後に生かせると

思いました。 

 

●青少年支援者 

 楽しく参加できました。楽しむことの大切さにあ

らためて気づきました。 
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ワークショップ参加募集チラシ・表面 
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場づくりに生かす！インプロワークショップ

  

１.概要 

 

会場・日程 

第 1 回 会場：海老名市会場 

日程：令和 4 年 9 月 15 日（木） 

第 2 回 会場：鎌倉市会場 

日程：令和 4 年 11 月 15 日（火） 

 

事業の背景及び趣旨 

学童クラブ・児童館等の子ども施設は地域に数多

くあり、特に近年、学童クラブや放課後児童クラブな

どの学童保育の施設は急増している。しかし指導員

に対する研修の機会などがあまり多くは設定されて

おらず、現場で活用することのできるあそびやアク

ティビティを学びたいというニーズは高い。インプ

ロをテーマとした研修事業は毎年好評であるため、

今回は 2 年ぶりに企画した。できるだけ広域の対象

者に機会を提供するために、県内 2 会場でほぼ同一

の内容で実施した。 

 

参加人数 合計 51 名 

児童館職員：6 名 

放課後児童クラブ職員：43 名 

その他(行政職員等)：2 名 

 

第 1 回海老名市会場：34 名 

第２回鎌倉市会場：17 名 

 

担当者の開催意図 

 この事業では、日々の子どもとの関わりに生かせ

るスキルを身につけてもらいたいという意図でさま

ざまな企画をしてきた。子ども施設の指導員にとっ

て、あそびやものづくりなどアクティビティのレパ

ートリーを増やすだけでなく、子どもにとって安心 

 

できる居場所をつくるための温かな雰囲気づくりや

人間関係を育てるスキルも必要である。そういった

意図から過去に「場づくり」をテーマにインプロワー

クショップを実施したところ大変好評だったため、

今年もさらに多くの方にインプロを知ってもらいた

いと、同一のテーマで開催した。ゲームとしてアクテ

ィビティを現場に持ち帰るだけでなく、「誰もが『こ

こに居ていい』と思える場」を作るために大切なこと

や心構えについて、アクティビティを通して体験的

に学ぶ機会とした。 

 

ファシリテーター 

アーティスト…鈴木 聡之（インプロパーク主宰） 

アシスタント…戸草内 淳基、会原 実希 

      （インプロカンパニーPlatform） 

 

２.プログラム内容 

 

プログラム内容のポイント 

実際にアクティビティを体験して、参加者自身が

楽しみながら自己表現をできる場を作ることで、イ

ンプロを生かした場づくりを実感してもらいつつ、

場づくりで大切にしたいキーワードについて参加者

へ伝えた。またアクティビティを現場で実施する際

の注意点や声掛けのポイント等についても、講師の

体験談を交えながら適宜レクチャーしてもらった。 

 

時系列プログラム内容 

9:30  受付開始、講師来所 

10:00  オリエンテーション 

10:10  アクティビティ体験 

12:50  諸連絡 

13:00  解散 

 

Report 3 

 



 

21 

 

 

 

プログラムの詳細 

●アクティビティ体験 

「グーチョキパーアンケート」「スケールライン」「ネ

ームサークル」「ネームコール」「妄想ごっこ」「ゾン

ビゲーム」「タケノコニョッキ」「アジャジャオジャジ

ャ」「アイアムゲーム」「ワンワードストーリー」 

●アシスタント２名による即興劇の実演 

●リフレクションタイム 

 

 

３.アーティストレポート 

 

プログラムの事前準備・当初のねらい 

2 年ぶりの開催だったが、前回までの経験を踏まえ、

プログラムを一部変更した。「リアルな自己紹介の部

分を減らし、フィクションの世界で遊ぶ時間を増や

したこと」「言葉で表現するプログラムを減らし、身

体表現で遊ぶプログラムを増やしたこと」が主な変

更点である。セミナー全体としては、これまで同様に

「即興表現（インプロ）を思い切り楽しむ体験の中か

ら、子どもたちとの『場づくり』に生かす『気づき』

を得てほしい」という願いをこめて、プログラムを構

成していった。子どもたちひとりひとりが「誰もが

『ここにいていい』と思える」場づくりをしていくた

めの「様々な仕掛け」を、実際に参加者の皆さんに投

げかけながら、様々な即興表現へのチャレンジを進

めていくようにした。 

 

実際にプログラムを行っての結果  

気づき・所感 

プログラム冒頭、早目に「フィクション」の時間に

切り替えたことで、参加者の皆さんが「遊び」の世界

によりスムーズに入れたのではないだろうか。新たに

加えた少人数の身体表現プログラムも、皆さんに楽し

んでいただけたようで何よりである。セミナーを繰り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲スケールライン 

▲妄想ごっこ 

▲タケノコニョッキ 

▲アジャジャオジャジャ 

▲即興劇の実演 

▲リフレクションタイム 
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返し実施させていただているおかげで、「思いっきり楽

しむ時間」と「場づくりを考える時間」のバランスも、

程良く取れてきたと感じている。 

 アシスタント（兼「実演者」）２名のための予算を取

ってくださっていることも、大変ありがたい。今回も、

参加者の皆さんのアイデアをもとにした、この日限り

の即興劇を観ていただくことができて良かったと思う。 

 

次回、本プログラムへの展望 

ウィズコロナの時代だからこそ、子どもたちが、こ

ころとからだを動かして思いっきり遊ぶ時間が大事

だし、誰もが存在を丸ごと受け止めてもらえる空間

づくりが重要だと考える。今後もより多くの方に、こ

のプログラムに参加していただいて、共に遊び、「場

づくり」を学んでいきたい。 

 

 

４.担当者の振り返り  

次回へ向けての改善点 

 

企画・実施において苦労した点 

これまでインプロをテーマにした研修を実施した

際、参加者のふりかえりアンケート等で「演劇をやる

のかと思っていた」という声があったので、研修内容

をより丁寧に説明するよう心がけてチラシを作成し

た。また、第 1 回の会場は初めて利用する会場だっ

たため、事前の下見や物品の確認等を念入りに行っ

た。 

 

企画を実施した結果 

一昨年度と同テーマで同じ講師に引き受けていた

だき、アシスタントの２名も一昨年度来ていただい

た方々だったため、 ワークショップ内容を把握した

上で会場設定等を行うことができた。 

最初は緊張していた参加者もインプロゲームを通 

 

 

して表情がほぐれていき「どんな自分の表現も受け

入れてもらえる」という安心感から新しい表現にチ

ャレンジする力を得ていた。 

講師には参加者同士の直接的な身体接触がないプ

ログラムを組んでいただけたため、参加者も安心し

てワークショップに参加していた。 

講師は小学生を対象としたインプロワークショッ

プの経験も豊富なため、ゲームの合間に紹介される

講師の経験談からも、実施時の注意点や声かけの工

夫等現場で生かせる多くの学びがあった。ワークシ

ョップを通して「場づくり」の仕掛けを参加者に感じ

てもらうことができたと思うので、ぜひ現場で活か

してもらいたい。 

 

次回、本事業を行う上での改善点 

第 1 回の参加人数に比べ、第 2 回の参加人数が少

なかった。ワークショップを行う上での支障はなか

ったが、できるだけ多くの人にインプロワークショ

ップを体験してもらえるよう、実施時期や会場を工

夫したい。 
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▲セミナー風景 

 

 

５.本事業における結果報告 

 

参加者の気づき・感想 

●放課後児童クラブ指導員 

否定してもいい、断ってもいい。素の自分を出す。

リラックスできて素直に答えられました。ありがと

うございました。 

 

●児童館職員 

改めて子ども達と向き合う時の姿勢を学ぶことが

できました。その子の表現を大切に一人一人と向き

合い受け止めていき、より子ども達の安心できる場

となれるように今後に生かしていきたい。 

 

●放課後児童クラブ指導員 

仕事を始めて２年目で、経験不足、スキル不足に悩

んできた。多様な個性を否定することなく、一体感を

もたせるのはどうすればよいのか日々考えながら過

ごしていたので、今回の講習は本当にためになった。 

 

●放課後児童クラブ指導員 

普段子どもと関わっているときには「どうにか楽

しんでもらおう、何か言ってもらおう」と頑張ってい

ました。しかし、必ずしもそうするのではなく、「緊

張を無理にほぐそうとしないこと、思いつかないと

いう意見も受け入れること」などを学び、現場でも意

識しようと思いました。そのような姿勢で接するこ

とでお互い楽に交流できると気づきました。 
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ワークショップ参加募集チラシ・表面 
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